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審    査    の    要    旨 
 
本論文は、明治中期を代表する思想家である高山樗牛の思想を軸に、帝国大学で同期だった友人の姉
崎嘲風を併走させることで、高山死後の明治末年までを視野に収める優れた思想史叙述になっている。
なかでも、彼らによって発見された〈憧憬〉という思惟様式あるいは思考態度は、「理想」を追求しな
がら「現実」を批判する「文明批評」という領域の成立をもたらし、美学や宗教学という彼らが依拠す
る学知に基づく批評の対象が文化全体に及ぶものであった点を指摘したことは高く評価できる。また、
新たな史料によって彼らが受容したケーベル哲学の内容を把握し、さらに、彼らの言論活動を支持する
基盤として「誌友交際」という時代特有の「読書社会」の存在を実証的に解明した点も、今後の研究動
向に寄与するところが大きいと考えられる。日露戦後における姉崎の思想評価に関しては、大正期以降
の文化哲学といかに接続するかという点から見て、なお課題を残していると言わざるをえないものの、
それも上記のような本論文の有する意義を損なうものではなく、意欲的な思想史研究の成果として学界
に貢献するところが多いと判断される。 
平成２７年１月２１日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行なった。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第１０条（３）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
